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また、本報道発表文は、米国における証券の募集を構成するものではありません。1933 年米国証券
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は販売を行うことはできません。米国において証券の公募が行われる場合には、1933 年米国証券法

に基づいて作成される英文のプロスペクタスが用いられます。プロスペクタスは、当該証券の発行

法人又は売出人より入手することができますが、これには発行法人及びその経営陣に関する詳細な

情報並びにその財務諸表が記載されます。なお、本件においては米国における証券の公募は行われ

ません。 
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新投資口発行及び投資口売出しに関するお知らせ 
 

アクティビア・プロパティーズ投資法人（以下「本投資法人」といいます。）は、2016 年 11

月 14 日開催の本投資法人役員会において、新投資口発行及び投資口売出しに関し決議いたしま

したので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1．公募による新投資口発行 

(1) 募 集 投 資 口 数 61,040 口 

(2) 払 込 金 額 

（ 発 行 価 額 ） 

未定 

日本証券業協会の定める有価証券の引受け等に関する規則第 25

条に規定される方式により、2016 年 11 月 21 日(月)から 2016 年

11 月 24 日(木)までの間のいずれかの日（以下「発行価格等決定

日」という。）に開催する本投資法人役員会において決定する｡ 

(3) 払 込 金 額 

（ 発 行価額 ） の総 額 

未定 

(4) 発 行 価 格 

（ 募 集 価 格 ） 

未定 

日本証券業協会の定める有価証券の引受け等に関する規則第 25

条に規定される方式により、発行価格等決定日の株式会社東京

証券取引所における本投資法人の投資口（以下「本投資口」

という。）の普通取引の終値（当日に終値のない場合は、その

日に先立つ直近日の終値）から 2016 年 11 月期に係る 1 口当

たりの予想分配金 8,810 円を控除した金額に 0.90～1.00 を乗

じた価格（1 円未満端数切り捨て）を仮条件として、需要状況

等を勘案した上で、発行価格等決定日に決定する。 

(5) 発 行 価 格 

（ 募 集価格 ） の総 額 

未定 

(6) 募 集 方 法 国内及び海外における同時募集とする。 

①国内一般募集 

国内における募集（以下「国内一般募集」という。）は一般
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募集とし、野村證券株式会社、みずほ証券株式会社、三菱

ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社及び大和証券株

式会社を共同主幹事会社とする国内引受会社（以下「国内

引受会社」と総称する。）に国内一般募集分の全投資口を買

取引受けさせる。 

②海外募集 

海外における募集（以下「海外募集」という。）は米国、欧

州及びアジアを中心とする海外市場（但し、米国において

は 1933 年米国証券法に基づくルール 144Ａに従った適格機

関投資家に対する販売に限る。）における募集とし、ノム

ラ ・ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル ・ ピ ー エ ル シ ー （ Nomura 

International plc）、モルガン・スタンレー・アンド・カン

パニー・インターナショナル・ピーエルシー（Morgan Stanley 

& Co. International plc）及び大和証券キャピタル・マー

ケッツヨーロッパリミテッド（Daiwa Capital Markets 

Europe Limited）を共同主幹事引受会社とする海外引受会

社（以下国内引受会社と併せて「引受人」と総称する。）に

海外募集分の全投資口を総額個別買取引受けさせる。 

なお、上記①及び②の各募集に係る投資口数については、国

内一般募集 34,820 口及び海外募集 26,220 口を目処に募集を

行うが、その最終的な内訳は、需要状況等を勘案した上で発

行価格等決定日に決定する。 

国内一般募集、海外募集及び下記 2．に記載のオーバーアロッ

トメントによる売出し（以下「オーバーアロットメントによ

る売出し」という。）のジョイント・グローバル・コーディネ

ーターは野村證券株式会社及びモルガン・スタンレー・アン

ド・カンパニー・インターナショナル・ピーエルシー（Morgan 

Stanley & Co. International plc）（以下「ジョイント・グロ

ーバル・コーディネーター」と総称する。）とする。 

(7) 引 受 契 約 の 内 容 引受人は、下記(10)に記載の払込期日に国内一般募集及び海

外募集における払込金額（発行価額）の総額と同額を本投資

法人へ払込み、発行価格（募集価格）の総額との差額は、引

受人の手取金となる。本投資法人は、引受人に対して引受手

数料を支払わない。 

(8) 申 込 単 位 1 口以上 1 口単位 

(9) 申 込 期 間 

( 国 内 一 般 募 集 ) 

発行価格等決定日の翌営業日から発行価格等決定日の 2 営業

日後の日まで。 

(10) 払 込 期 日 2016 年 12 月 1 日(木) 

(11) 受 渡 期 日 2016 年 12 月 2 日(金) 

(12) 払込金額（発行価額）、発行価格（募集価格）、その他この新投資口発行に必要な事項は、

今後開催する本投資法人役員会において決定する。 

(13) 上記各号のうち国内一般募集に係る事項については、金融商品取引法による届出の効力

発生を条件とする。 
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2．投資口売出し（オーバーアロットメントによる売出し）（下記＜ご参考＞1．をご参照ください。） 

(1)  売 出 投 資 口 数 4,520 口 

なお、上記売出投資口数は、国内一般募集に当たり、その需

要状況等を勘案した上で、国内一般募集の事務主幹事会社で

ある野村證券株式会社が行うオーバーアロットメントによる

売出しの売出投資口数の上限を示したものである。国内一般

募集の需要状況等により減少し、又はオーバーアロットメン

トによる売出しそのものが全く行われない場合がある。売出

投資口数は、国内一般募集の需要状況等を勘案した上で、発

行価格等決定日に開催する本投資法人役員会において決定す

る。 

(2) 売 出 人 野村證券株式会社 

(3) 売 出 価 格 未定 

発行価格等決定日に決定する。なお、売出価格は国内一般募

集における発行価格（募集価格）と同一とする。 

(4) 売 出 価 額 の 総 額 未定 

(5) 売 出 方 法 国内一般募集に当たり、その需要状況等を勘案した上で、国

内一般募集の事務主幹事会社である野村證券株式会社が東急

不動産株式会社から 4,520 口を上限として借入れる本投資口

の日本国内における売出しを行う。 

(6) 申 込 単 位 1 口以上 1 口単位 

(7) 申 込 期 間 国内一般募集における申込期間と同一とする。 

(8) 受 渡 期 日 2016 年 12 月 2 日(金) 

(9) 売出価格、その他この投資口の売出しに必要な事項は、今後開催する本投資法人役員会

において決定する。 

(10) 上記各号については、金融商品取引法による届出の効力発生を条件とする。 

 

3．第三者割当による新投資口発行（下記＜ご参考＞1．をご参照ください。） 

(1) 募 集 投 資 口 数 4,520 口 

(2) 払 込 金 額 

（ 発 行 価 額 ） 

未定 

発行価格等決定日に開催する本投資法人役員会において決定

する。なお、払込金額（発行価額）は国内一般募集における

払込金額（発行価額）と同一とする｡ 

(3) 払 込 金 額 

（ 発 行価額 ） の総 額 

未定 

(4) 割 当 先 野村證券株式会社 

(5) 申 込 単 位 1 口以上 1 口単位 

(6) 申 込 期 間 

（ 申 込 期 日 ） 

2016 年 12 月 14 日(水) 

(7) 払 込 期 日 2016 年 12 月 15 日(木) 

(8) 上記(6)に記載の申込期間（申込期日）までに申込みのない投資口については、発行を

打ち切るものとする。 

(9) 払込金額（発行価額）、その他この新投資口発行に必要な事項は、今後開催する本投資

法人役員会において決定する。 

(10) 上記各号については、金融商品取引法による届出の効力発生を条件とする。 
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＜ご参考＞ 

1．オーバーアロットメントによる売出し等について 

 オーバーアロットメントによる売出しは、国内一般募集に当たり、その需要状況等を勘案し

た上で、国内一般募集の事務主幹事会社である野村證券株式会社が東急不動産株式会社から

4,520 口を上限として借入れる本投資口の日本国内における売出しです。オーバーアロットメ

ントによる売出しの売出投資口数は、4,520 口を予定していますが、当該売出投資口数は上限

の売出投資口数であり、需要状況等により減少し、又はオーバーアロットメントによる売出し

そのものが全く行われない場合があります。 

 なお、オーバーアロットメントによる売出しに関連して、野村證券株式会社が東急不動産株

式会社から借入れた本投資口（以下「借入投資口」といいます。）の返還に必要な本投資口を

野村證券株式会社に取得させるために、本投資法人は 2016 年 11 月 14 日(月)開催の本投資法

人役員会において、野村證券株式会社を割当先とする本投資口 4,520 口の第三者割当による新

投資口発行（以下「本件第三者割当」といいます。）を、2016 年 12 月 15 日(木)を払込期日と

して行うことを決議しています。 

 また、野村證券株式会社は、国内一般募集及びオーバーアロットメントによる売出しの申込期

間の終了する日の翌日から 2016 年 12 月 8 日(木)までの間（以下「シンジケートカバー取引期

間」といいます。）、借入投資口の返還を目的として、株式会社東京証券取引所においてオーバ

ーアロットメントによる売出しに係る口数を上限とする本投資口の買付け（以下「シンジケー

トカバー取引」といいます。）を行う場合があります。野村證券株式会社がシンジケートカバ

ー取引により取得した全ての本投資口は、借入投資口の返還に充当されます。なお、シンジケ

ートカバー取引期間内において、野村證券株式会社の判断でシンジケートカバー取引を全く行

わず、又はオーバーアロットメントによる売出しに係る口数に至らない口数でシンジケートカ

バー取引を終了させる場合があります。 

さらに、野村證券株式会社は、国内一般募集及びオーバーアロットメントによる売出しに伴って

安定操作取引を行うことがあり、かかる安定操作取引により取得した本投資口の全部又は一部を借

入投資口の返還に充当することがあります。 

 オーバーアロットメントによる売出しに係る口数から、安定操作取引及びシンジケートカバ

ー取引によって取得し借入投資口の返還に充当する口数を減じた口数について、野村證券株式

会社は本件第三者割当に係る割当てに応じ、本投資口を取得する予定です。そのため本件第三

者割当における発行投資口数の全部又は一部につき申込みが行われず、その結果、失権により

本件第三者割当における最終的な発行投資口数がその限度で減少し、又は発行そのものが全く

行われない場合があります。 

 上記記載の取引に関して、野村證券株式会社はみずほ証券株式会社、三菱ＵＦＪモルガン・

スタンレー証券株式会社及び大和証券株式会社と協議の上、これを行います。 

 

2．今回の新投資口発行による発行済投資口の総口数の推移 

現在の発行済投資口の総口数 599,654 口 

公募による新投資口発行に伴う増加投資口数 61,040 口 

公募による新投資口発行後の発行済投資口の総口数 660,694 口 

本件第三者割当に伴う増加投資口数 4,520 口 (注) 

本件第三者割当後の発行済投資口の総口数 665,214 口 (注) 

（注）本件第三者割当における発行投資口数の全口数について野村證券株式会社から申込みがあり、発

行が行われた場合の口数を記載しています。 
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3．発行の目的及び理由 
 本投資法人は、クオリティを重視した厳選投資により、資産規模の拡大とポートフォリオの

強化を図り、1 口当たり分配金及び 1 口当たり NAV の成長による投資主価値向上を目指してい

ます。あわせて、市場動向にも留意しつつ検討を行った結果、新投資口を発行することとした

ものです。 
 

4．調達する資金の額、使途及び支出予定時期 

(1) 調達する資金の額（差引手取概算額） 

 30,949,237,000 円（上限） 

（注）国内一般募集における手取金 16,437,651,500 円、海外募集における手取金 12,377,806,500

円及び本件第三者割当による新投資口発行の手取金上限 2,133,779,000 円を合計した金額を

記載しています。また、上記金額は 2016 年 11 月 7 日（月）現在の株式会社東京証券取引所

における本投資口の普通取引の終値を基準として算出した見込額です。 

 

(2) 調達する資金の具体的な使途及び支出予定時期 

 国内一般募集、海外募集及び本件第三者割当における新投資口発行の手取金については、

2016 年 10 月 5 日付で公表の「資産の取得に関するお知らせ（A-FLAG 骨董通り）」及び本日

付で公表の「資産の取得及び貸借等に関するお知らせ」に記載の本投資法人が取得を予定

している特定資産（投資信託及び投資法人に関する法律第 2 条第 1 項における意味を有し

ます。以下同じです。）の取得資金（注）の一部に充当します。なお、残額が生じた場合に

は、手元資金とし、実際に支出を行うまでの間は金融機関に預け入れ、借入金の返済資金

の一部又は将来の特定資産の取得資金の一部に充当します。 

（注）取得予定価格（信託受益権譲渡契約記載の売買代金総額）32,250 百万円（消費税並びに地方

消費税及び売買手数料等の諸費用を含まず、百万円未満を切り捨てて合計しています。） 

 

5．今後の見通し 

 本日付で公表の「2017 年 5 月期の運用状況の予想の修正及び 2017 年 11 月期の運用状況の予

想について」をご参照ください。 

 



 
 

ご注意：本報道発表文は、本投資法人の新投資口発行及び投資口売出しに関して一般に公表するための文書

であり、投資勧誘を目的として作成されたものではありません。投資を行う際は、必ず本投資法人

が作成する新投資口発行及び投資口売出届出目論見書並びにその訂正事項分（作成された場合）を

ご覧頂いた上で、投資家ご自身の責任と判断でなさるようお願いいたします。 

また、本報道発表文は、米国における証券の募集を構成するものではありません。1933 年米国証券

法に基づいて証券の登録を行うか又は登録の免除を受ける場合を除き、米国において証券の募集又

は販売を行うことはできません。米国において証券の公募が行われる場合には、1933 年米国証券法

に基づいて作成される英文のプロスペクタスが用いられます。プロスペクタスは、当該証券の発行

法人又は売出人より入手することができますが、これには発行法人及びその経営陣に関する詳細な

情報並びにその財務諸表が記載されます。なお、本件においては米国における証券の公募は行われ

ません。 
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6．最近 3 営業期間の運用状況及びエクイティ・ファイナンスの状況等 

 （1）最近 3 営業期間の運用状況 

 2015年5月期 2015年11月期 2016年5月期 

1 口当たり当期純利益 8,344 円 8,642 円 8,722 円 

1 口当たり分配金 16,535 円 8,642 円 8,666 円 

（うち 1 口当たり利益分配金） (16,535 円) (8,642 円) (8,666 円) 

（うち 1 口当たり利益超過分配金） － － － 

実績配当性向 100.0％ 100.0％ 100.0％ 

1 口当たり純資産 280,287 円 280,661 円 294,719 円 

（注 1）本投資法人は、2015 年 9 月 30 日を基準日、2015 年 10 月 1 日を効力発生日として、投資口 1 口

につき 2 口の割合による投資口の分割を行っています。2015 年 5 月期及び 2015 年 11 月期におけ

る 1 口当たり当期純利益及び 1 口当たり純資産については、2015 年 5 月期期首に当該投資口の分

割が行われたと仮定して算定しています。また、2015 年 5 月期の 1 口当たり分配金は 16,535 円で

すが、本投資口分割を考慮した場合の 1 口当たり分配金は、16,535 円を 2 で除し小数点以下を切

り捨てた 8,267 円となります。 

（注 2）1 口当たり当期純利益は、当期純利益を日数加重平均投資口数（2015 年 5 月期 549,191 口、2015

年 11 月期 554,264 口、2016 年 5 月期 595,758 口）で除することにより算定しています。 

 

 （2）最近の投資口価格の状況 

  ① 最近 3 営業期間の状況 

 2015 年 5 月期 2015 年 11 月期 2016 年 5 月期 

始 値 975,000 円 
1,070,000 円 

□503,000 円 
497,000 円 

高 値 1,137,000 円 
1,074,000 円 

□519,000 円 
609,000 円 

安 値 975,000 円 
843,000 円 

□477,000 円 
481,500 円 

終 値 1,063,000 円 
1,007,000 円 

□506,000 円 
566,000 円 

（注）本投資法人は、2015 年 9 月 30 日を基準日、2015 年 10 月 1 日を効力発生日として、投資口 1 口に

つき 2 口の割合による投資口の分割を行っています。なお、2015 年 11 月期については、2015 年 9

月 28 日より当該投資口分割による権利落後の投資口価格で取引されており、□印は、当該投資口

分割による権利落後の投資口価格を示しています。 

 

 ② 最近 6 ヶ月間の状況 
 2016年6月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月（注） 

始 値 564,000 円 540,000 円 538,000 円 525,000 円 534,000 円 512,000 円 

高 値 580,000 円 557,000 円 564,000 円 552,000 円 537,000 円 512,000 円 

安 値 510,000 円 523,000 円 521,000 円 513,000 円 497,000 円 491,500 円 

終 値 544,000 円 535,000 円 528,000 円 537,000 円 510,000 円 495,000 円 

（注）2016 年 11 月の投資口価格については、2016 年 11 月 11 日現在で表示しています。 

 

 



 
 

ご注意：本報道発表文は、本投資法人の新投資口発行及び投資口売出しに関して一般に公表するための文書

であり、投資勧誘を目的として作成されたものではありません。投資を行う際は、必ず本投資法人

が作成する新投資口発行及び投資口売出届出目論見書並びにその訂正事項分（作成された場合）を

ご覧頂いた上で、投資家ご自身の責任と判断でなさるようお願いいたします。 

また、本報道発表文は、米国における証券の募集を構成するものではありません。1933 年米国証券

法に基づいて証券の登録を行うか又は登録の免除を受ける場合を除き、米国において証券の募集又

は販売を行うことはできません。米国において証券の公募が行われる場合には、1933 年米国証券法

に基づいて作成される英文のプロスペクタスが用いられます。プロスペクタスは、当該証券の発行

法人又は売出人より入手することができますが、これには発行法人及びその経営陣に関する詳細な

情報並びにその財務諸表が記載されます。なお、本件においては米国における証券の公募は行われ

ません。 
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 ③ 発行決議日の前営業日における投資口価格 

 2016 年 11 月 11 日 
始 値 498,000 円 

高 値 503,000 円 

安 値 493,000 円 

終 値 495,000 円 

  

（3）過去 3 営業期間のエクイティ･ファイナンスの状況 

 

・公募増資 

発 行 期 日 2014 年 12 月 17 日 

調 達 資 金 の 額 22,800,626,550 円 

払 込 金 額 （ 発 行 価 額 ） 948,051 円 

募集時における発行済投資口の総口数 251,062 口 

当該募集による発行投資口数 24,050 口 

募集後における発行済投資口の総口数 275,112 口 

発行時における当初の資金使途 取得予定資産の取得資金に充当 

発行時における支出予定時期 2014 年 12 月以降 

現 時 点 に お け る 充 当 状 況 
上記支出予定時期及び下記第三者割当増資に係る支出

予定時期に全額を充当済み  

 

・第三者割当増資 

発 行 期 日 2015 年 1 月 8日 

調 達 資 金 の 額 1,915,063,020 円 

払 込 金 額 （ 発 行 価 額 ） 948,051 円 

募集時における発行済投資口の総口数 275,112 口 

当該募集による発行投資口数 2,020 口 

募集後における発行済投資口の総口数 277,132 口 

割 当 先 野村證券株式会社 

発行時における当初の資金使途 取得予定資産の取得資金に充当 

発行時における支出予定時期 2015 年 1 月以降 

現 時 点 に お け る 充 当 状 況 上記支出予定時期に全額を充当済み 

 

・公募増資 

発 行 期 日 2015 年 12 月 15 日 

調 達 資 金 の 額 19,152,091,660 円 

払 込 金 額 （ 発 行 価 額 ） 457,418 円 



 
 

ご注意：本報道発表文は、本投資法人の新投資口発行及び投資口売出しに関して一般に公表するための文書

であり、投資勧誘を目的として作成されたものではありません。投資を行う際は、必ず本投資法人

が作成する新投資口発行及び投資口売出届出目論見書並びにその訂正事項分（作成された場合）を

ご覧頂いた上で、投資家ご自身の責任と判断でなさるようお願いいたします。 

また、本報道発表文は、米国における証券の募集を構成するものではありません。1933 年米国証券

法に基づいて証券の登録を行うか又は登録の免除を受ける場合を除き、米国において証券の募集又

は販売を行うことはできません。米国において証券の公募が行われる場合には、1933 年米国証券法

に基づいて作成される英文のプロスペクタスが用いられます。プロスペクタスは、当該証券の発行

法人又は売出人より入手することができますが、これには発行法人及びその経営陣に関する詳細な

情報並びにその財務諸表が記載されます。なお、本件においては米国における証券の公募は行われ

ません。 
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募集時における発行済投資口の総口数 554,264 口 

当該募集による発行投資口数 41,870 口 

募集後における発行済投資口の総口数 596,134 口 

発行時における当初の資金使途 取得予定資産の取得資金に充当 

発行時における支出予定時期 2015 年 12 月以降 

現 時 点 に お け る 充 当 状 況 上記支出予定時期に全額を充当済み 

 

・第三者割当増資 

発 行 期 日 2016 年 1 月 6日 

調 達 資 金 の 額 1,610,111,360 円 

払 込 金 額 （ 発 行 価 額 ） 457,418 円 

募集時における発行済投資口の総口数 596,134 口 

当該募集による発行投資口数 3,520 口 

募集後における発行済投資口の総口数 599,654 口 

割 当 先 野村證券株式会社 

発行時における当初の資金使途 

借入金の返済資金の一部に充当し、残額は、手元資金

とし、将来の特定資産の取得資金の一部又は借入金の

返済資金の一部に充当 

発行時における支出予定時期 2016 年 1 月以降 

現 時 点 に お け る 充 当 状 況 上記支出予定時期に全額を充当済み 

 

7．ロックアップについて 

(1) 東急不動産株式会社は、国内一般募集及び海外募集に関連して、ジョイント・グローバル・

コーディネーターに対し、発行価格等決定日に始まり、当該募集の受渡期日から起算して

180 日目の日に終了する期間中、ジョイント・グローバル・コーディネーターの事前の書面

による同意なしには、本投資口の売却等（但し、オーバーアロットメントによる売出しに伴

う本投資口の貸渡し等を除きます。）を行わない旨を合意しています。 

ジョイント・グローバル・コーディネーターは、上記の期間中であってもその裁量で、当該

合意の内容を一部又は全部につき解除できる権限を有しています。 

(2) 本投資法人は、国内一般募集及び海外募集に関連して、ジョイント・グローバル・コーデ

ィネーターに対し、発行価格等決定日に始まり、当該募集の受渡期日から起算して 90 日目

の日に終了する期間中、ジョイント・グローバル・コーディネーターの事前の書面による同

意なしには、本投資口の発行等（但し、国内一般募集、海外募集、本件第三者割当及び投資

口の分割に伴う新投資口発行等を除きます。）を行わない旨を合意しています。 

ジョイント・グローバル・コーディネーターは、上記の期間中であってもその裁量で、当

該合意の内容を一部又は全部につき解除できる権限を有しています。 

以 上 

*本資料の配布先：兜倶楽部、国土交通記者会、国土交通省建設専門紙記者会 

*本投資法人のホームページアドレス：http://www.activia-reit.co.jp 


